
経営比較分析表／団体全体（令和4年度決算）
新潟県　小千谷市

【事業概要】

グラフ凡例
法適用 工業用水道事業 18,700 小規模 1 4,253 ■ 当該団体値（当該値）

業務名 業種名 現在配水能力(合計)(m
3
/日) 類似団体区分 施設数 １日平均配水量(m

3
)

類似団体平均値（平均値）

- 91.7 4 9,850 非設置 【】 令和4年度全国平均

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 給水先事業所数 契約水量(m
3
/日) 管理者の情報 －

H30R03 R04 H30

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率は、修繕費の大幅な減少等により経
常費用が減少したことから上昇し、類似団体平均値
と比較しても高い水準となった。
②H30年度は赤字だったもののそれ以降は黒字経営
を続けており、累積欠損金はない。
③流動比率は、企業債の償還が進み流動負債が減少
したこと等から上昇し、類似団体平均値を上回っ
た。
④企業債残高対給水収益比率は、H10年度以降企業
債の新規借入がなく、企業債残高の減少に伴い低下
している。
⑤料金回収率は、上記①の理由により料金で回収す
べき費用が減少したことに伴い上昇し、類似団体平
均値と比較しても高い水準となった。
⑥給水原価は、上記①で述べた経常費用の減少によ
りR3年度と比較して減少した。
⑦施設利用率は、R1年度より施設の余剰能力の一部
を活用した水道事業との共同利用開始で上昇した
後、使用水量の減少により低下傾向となっていた
が、R4年度は若干持ち直した。
⑧契約率は、R3年度と同じだが、依然として全国や
類似団体の平均値より低い水準となっている。

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 95.90 128.23 100.91 109.67

R01 R02

121.35 106.26 79.28 51.36 28.56当該値 610.66 630.93 673.58 636.64 837.15

R01 R02 R03 R04 H30R01 R02 R03 R04

66.13 70.21平均値 108.18 114.99 110.04 115.00 110.28

当該値当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00124.34

平均値 504.73 450.91 444.01 413.29 408.48平均値 680.22 786.06 771.18 815.18 808.62平均値 79.27 75.56 68.38

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率は、S59年度の給水開始
から30年以上が経過しており、全国や類似団体の平
均値と比較しても高い水準で推移している。
②管路経年化率は、法定耐用年数を経過した管路が
まだ存在しないことから0％となっている。
③管路更新率は、②で述べた理由により管路の更新
に着手していないことから0％となっている。H30 R01 R02 R03 R04 H30 R01 R02 R03 R04

当該値 94.85 126.47 97.21 101.03 120.50

R01 R02 R03 R04 H30R01 R02 R03 R04 H30

43.40 52.67 52.67 52.67 52.67当該値 20.96 26.31 23.90 21.04 22.74

31.60 33.26平均値 92.20 103.39 96.49 101.92 98.05

当該値当該値 47.71 35.87 46.71 45.04 37.80

2. 老朽化の状況

平均値 61.85 64.14 63.89 64.70 65.38平均値 44.05 45.51 44.67 41.71 47.02平均値 34.33 30.96 33.23

R01 R02 R03H30 R01 R02 R03 R04 H30

0.00当該値 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00当該値 76.71 77.78 79.00 79.94 80.87

平均値 52.21 54.51 55.38 56.07 55.87

全体総括

　R元年度より水道事業との施設の共同利用を開始
し経営の効率化を図ったが、R2～R3年度は退職給付
費や修繕費の増加から経常収支比率や料金回収率、
給水原価等の指標は悪化していた。R4年度はこれら
を含む経常費用が減少したことから改善が見られ
た。
　大口需要家の水需要はR4年度は若干持ち直したも
のの依然低水準のままであり、施設利用率や契約率
も同様であることから、今後も大口需要家の動向に
注視する必要がある。
　給水開始から30年以上が経過し施設や設備の更新
時期を迎えていることから、今後は施設規模の見直
しの検討も含め、安定的な事業運営に努めて行くこ
とが必要と考えられる。

R02 R03 R04

当該値 0.00 0.00

平均値 0.11 0.36

H30

0.00

0.03

R01R04

0.00

0.12 0.31平均値 32.03 36.58 40.88 41.24 39.02
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①有形固定資産減価償却率(％)
【61.17】
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②管路経年化率(％)
【49.58】
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③管路更新率(％)
【0.21】
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③流動比率(％)
【473.00】
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④企業債残高対給水収益比率(％)
【233.74】
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⑤料金回収率(％)
【106.87】
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⑥給水原価(円)
【20.26】
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⑦施設利用率(％)
【53.19】
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⑧契約率(％)
【75.85】
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②累積欠損金比率(％)
【29.72】
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①経常収支比率(％)
【112.60】
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